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福永 啓

塚本 勝紀

井本 昭光

岩田 重成

清水 圣

田端 幸治

沖 徹信

永山 和人

田上 忍

山田 五郎

○田中 隆敏

○藤川 博和

○増田 安至

◎池田 浩二

◎佐藤 俊明

◎吉村 公一

改選後の初の議会を5月10日に開いた。議長、副議長の選出など新しい議会を構成した。
議長　岩田 重成　　　副議長　塚本 勝紀

議会運営委員会……円滑な議会の運営を行うため議会運営全般に関して協議し意見調整を図る。
◎田中 隆敏　　○吉村 公一　　佐藤 俊明　　塚本 勝紀　　池田 浩二　　（◎委員長　○副委員長　以下同）

常任委員会……所管の事務調査や請願・陳情等の審査を行う。
所管する機関は次のとおり

総 務 常 任 委 員 会
総務課、企画財政課、会計課、税務課、選挙管理委員会及びその他の常任委員会の所管に属さないもの

民 生 文 教 常 任 委 員 会
町民保険課、福祉課、保健衛生課及び教育委員会

産 業 建 設 常 任 委 員 会
建設課、経済振興課、上下水道課及び農業委員会

議会広報編集常任委員会……議会広報あおぞら21の編集を行う。
◎田上 忍　　○山田 五郎　　佐藤 俊明　　田中 隆敏　　永山 和人　　増田 安至

議会改革推進特別委員会……議会改革を継続的に進めていくため、議会基本条例に基づき設置する。
◎井本 昭光　　○池田 浩二　　塚本 勝紀　　田端 幸治　　福永 啓　　山田 五郎

一部事務組合、上益城広域連合議会議員、御船町監査委員
■ 益城町及び御船町中小学校組合議会議員／井本 昭光　　吉村 公一　　田端 幸治
■ 御船町甲佐町衛生施設組合議会議員／田中 隆敏　　増田 安至
■ 御船地区衛生施設組合議会議員／池田 浩二　　田上 忍
■ 上益城消防組合議会議員／塚本 勝紀　　山田 五郎
■ 上益城広域連合議会議員／岩田 重成　　塚本 勝紀
■ 御船町監査委員／佐藤 俊明

始動、御船町議会5月
議会

▪ 5月10日 ▪
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　平成23年4月定例会を4月6日に
開いた。会期を4月29日までの24日

間とした。議会基本条例に基づく通年議会であるが、議
員の任期が4月29日までであるため。

大崎市等に義援金送る
　東日本大震災でお亡くなりになられたり、甚大な被害
を受けられた地域に対しお悔やみとお見舞いを申し上げ
る。昨年議員全員研修で訪問した宮城県大崎市や富谷町、
蔵王町に議会から見舞金を送った。

22年度は13回の議会開く
　22年4月に通年議会としたことで23年3月までに13
回の議会を開催した。また議会報告会やあおぞら会議を
開き、多くの方々からご意見等をいただいた。23年度
も議会基本条例に基づき取り組む。

義援金100万円送る
　東日本大震災は未曾有の大災害であり、心からお悔や

みとお見舞いを申し上げる。郡内5町からそれぞれ100
万円の義援金を送った。3月13日には職員全員から、嘱
託員会、小中学校、各種団体からも義援金を送った。人
的支援として上益城消防組合から2回10名が出かけた。
町からも保健師や看護師など出来る限りの協力をしてい
く。議会から要請が出ている義援金の送付についても長
期的になることから今後検討していく。
　町内においても日奈久断層が通っておりいつでも起こ
りうるので日常の対策に万全を期す。

承認第１号　
専決で義援金100万円　承認

　東日本大震災の義援金として100万円を専決処分し、
送った。

承認第２号
専決で4,356万9千円　承認　

　御船町木倉に開設されている「みどりの里保育園」が
認可されたことを受け、4,356万9千円を補助すること
を専決処分した。

御船町議会　副議長　塚本 勝紀

　この度、有志議員の推挙を賜り
御船町議会の副議長に就任致しま
した。
　誠に身に余る光栄であると同時
に、その職責の重大さを痛感し決
意を新たに致しております。
　議長を支える立場として、また町民の皆様の負託
に応えるべく、是は是、非は非と、議決機関として
の使命を果たすべく努めて参る所存でございます。
　さて、先日の東日本大震災の凄まじさをわが身に
置き換え、御船町における災害対策に不安を感じら
れる方々もおられる事と思います。
　町民の皆様方の不安要素を払拭し、安全・安心な
町づくりの実現の為に、心血を注ぐ議会運営が成さ
れるよう力を尽くす覚悟でございます。
　町民の皆様方、そして先輩、同僚議員の皆様方に
おかれましては、今後ともなお一層のご指導、ご鞭
撻を賜りますよう心からお願い申し上げます。

御船町議会　議 長　岩田 重成

　御船町議会は、昨年田中議長の
もとで、議会基本条例を制定しま
した。そのなかの5条7項で「議
長、副議長の選出にあたり、本議
会において、それぞれの職を志願

する者に所信を表明する機会を設ける」、と正副議
長の選び方を定めています。そのなかで私も今回の
初議会で議長を志願し自分の所信を表明することが
できました。そして議員各位の御支援により議長に
就任することができました。前議長の田中議長が4
年間御船町議会のため御尽力されましたことを、私
は心から感謝しています。そのあとを受けました私
は浅学非才でこれからの諸問題を考えますと荷が重
過ぎて皆様方の御期待に添えるか心もとなく思って
います。しかしお受けした以上は少しでも議会が前
進するようがんばる覚悟でおります。よろしく御協
力をお願いします。今後は基本条例に掲げた3つの
理念、町民とともに歩む議会、行動する議会、開か
れた議会、のもと議会一丸となり議会活動に取り組
んでいきたいと思っていますので町民の皆様方の御
支援、御協力を心からお願いし就任のご挨拶といた
します。

3日 消防通常点検
6日 議会
8日 御船高校・袴野中小学校入学式
11日 町内小中学校入学式
24日 町長・町議会議員選挙
25日 当選証書交付式

4月会議
会期を24日間に4月

議会
▪ 4月6日 ▪

行 政 報 告

議会の     き動 （平成23年4月）
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2日 議会独自研修会
6日 全員協議会
8日 防災会議
9日 議会

10日 常任委員会
13日 議会
14日 熊本県町村議会議長会臨時総会
28日 新潟県聖籠町議会視察受入れ

選挙カーの使用時間短縮
　今回の町議会議員の選挙において、選挙カーの使用時間が従来は午前8時から午後8時までであったが、
東日本大震災への配慮もあり午前10時から午後6時までとしたことについて町内から意見を伺った。

選挙カーでの運動時間を短縮した
ことによって、選挙カーでの運動
の考えに変化があったのではない
かと思う。名前の連呼ではなく、
自分の考えを中に入れ込みアピー
ルするなど良い点が見えた。しか
し、人が一番注目する時間を無駄
にした事は事実で、自分の考えを
人々に伝える一番の機会を失った
ことは私たち有権者にとってマイ
ナスであったと思う。

Ｆさん

良かったのではないか。あまり
朝早くから選挙カーのマイク音
を聞くより、10：00ごろから声
が聞こえるのは良いと思った。
選挙運動の終盤には、9：00過
ぎから選挙カーの音を聞く場合
もあったように、思う。
選挙カーでの訴えも効果はある
と思うが、日頃からも努力して
活動してほしい。

Ｈ・Ｆさん

選挙遊説の自粛について
今回の選挙の時、実施されまし
たが、とても、いい事だと思う。
朝早くから、夜8時まで拡声器
をならしたからといって候補者
の思いが伝わるものでもないと
思う。選挙カーを、廻しての選
挙運動自体、もう古いのではと
思う。

木倉　山中隆光さん

  　「We  Serve」

6月の行事予定


